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学科等の特色を生かしたカリキュラム開発研究指定校 

令和４年度 実施報告書 
 

１ 学校の教育目標等 

(1) 教育目標 

校訓「自主・自律」のもと，国際教養コースを有する普通科高校として言語教育を推進し，地域や国際社会に

貢献しながら活躍できる人材を育成します。 

 

(2) 育てたい生徒像及び学校として育成を目指す資質・能力 

≪育てたい生徒像≫ 

〇 知識を活用して困難な課題にも柔軟な態度で挑戦していく生徒 

〇 グローバルな視点をもち，多様な人と協働して新しい価値を生み出せる生徒 

 

≪本校で育成を目指す資質・能力≫ 

① 知識・技能〔知識・技能〕 

② 仮説を立てる力〔思考力・判断力・表現力等〕 

③ 理由づける力〔思考力・判断力・表現力等〕 

④ コミュニケーション力（聞く力・話す力）〔思考力・判断力・表現力等〕 

⑤ 主体性・粘り強さ〔学びに向かう力・人間性〕 

 

(3) 学科等の特色 

平成14年度，普通科に「国際教養コース」が設置され，英語の学習はもとより，国内外での異文化体験や交

流活動を通して，コミュニケーション能力を高め，国際化に対応できる人材の育成に取り組んでいる。国際化に

対応した教育活動に取り組む中で，英語を話せるようになりたいという意欲をもつ生徒が多く，生徒の国際理解

への関心・意欲は年々増してきている。 

この普通科「国際教養コース」があるという強みを生かし，言語活動の充実や国際理解を深める取組を学校全

体で推進している。これらの取組が「国際教養コース」のみならず，学校全体のものとなるよう「尾道東高等学

校 グローバル人材育成計画」を策定し，推進している。具体的には，「外国語コミュニケーション能力の育成」

を目指した授業でのディベート活動等に加え，姉妹校などとの短期・長期留学生の積極的な受け入れや派遣を行

いながら「多様な価値観と出会う経験の充実」，そのような活動で身に付けた力を発揮しながら「他者と協働し

て学び，課題発見・課題解決していく力の育成」等の目標を設定し，本校を卒業し，国際社会で大きく活躍でき

る人材の育成に力を入れている。 

また，平成30年度から「高等学校課題発見・解決学習推進プロジェクト」に係る研究開発校として，本校で

育成を目指す資質・能力を整理し，それを育成するための「総合的な探究の時間」の全体計画等の抜本的な改革

を行っている。これにより，３年間を通じて課題発見・解決学習に必要な資質・能力を総合的に育成するための

土台を完成させることができた。それに伴い，「総合的な探究の時間」の取組内容や研究の質が以前よりも向上

しており，生徒も自らが設定した課題の解決に向け，主体的に取り組むようになってきている。 

 



２ 研究の概要  

(1) 学科等の特色を生かしたカリキュラム開発の重点目標 

他校と比べた際の本校の一番の特色は，普通科「国際教養コース」があるという点である。「国際教養コース」

は，平成14年度から文部科学省より「スーパー・イングリッシュ・ランゲージ・ハイスクール」研究指定校を

受け，英語ディベートの取組を継続的に行ってきた。ディベート活動は，単に「外国語コミュニケーション能力」

を高めることに繋がるだけでなく，本校で育成を目指す資質・能力を総合的に育てていくのに有効な手段となっ

ている。また，国際教養コースの生徒の取組を中心として，グローバルな社会を実感する場面が充実しており，

他校に比べ国際社会と関わり意見交流をする機会が多い点が本校の強みである。 

１・２年次に行う「尾道探究」と２・３年次に行う「課題探究」においては，十分な事前調査を行うことがで

きず，問いの掘り下げが弱いまま研究を進めてしまう生徒がいることが本校の課題である。ディベート活動で行

うような多様な意見に耳を傾け，それを考慮しながら振り返り，自分の主張を組み立て直すという過程を踏むこ

とで，問いを深く捉え，研究を進めていくことが可能になると考える。対話的に思考を深めていくためにディベ

ートを取り入れた取組を継続していきたい。 

また，今年度の研究指定校の取組の一つに，「総合的な探究の時間」と各教科等との関連を見いだすことが挙

げられている。本校で育成を目指す資質・能力の視点を頭の片隅に置きながら，単元計画やパフォーマンス課題，

各授業での展開や問いを考察し，実践する機会を設け，学校教育全体を通した資質・能力の育成を図っていきた

い。 

 

(2) ２年後の目指す学校の姿 

社会の変化に受け身で対処するのではなく，主体的に向き合って関わり合い，自ら課題を設定し，他者と協働

して解決策を探究し，提案することができる「資質・能力」を身に付けた生徒を育成するという視点に立ち，「総

合的な探究の時間」で行う「尾道探究」「課題探究」において，各教科・科目で身に付けた資質・能力が関連付

けられ，統合された形で発揮されるよう教育活動を行っていく。 

具体的には，これまでの「課題発見・解決学習推進プロジェクト」の取組で確立してきた指導方法・評価方法

を今後３年間で各教科・科目，さらに教科横断的な学習において実践し，より効果的な形で資質・能力を育成す

るために,学校全体のカリキュラム・マップやシラバスを整備すること，また，評価についても，各教科及び教

科横断的な学習についての具体的な評価ルーブリックの完成を目指す。 

 

(3) 令和４年度の目標 

ア アウトプット（活動指標） 

① 「総合的な探究の時間」を中心として，本校で育成を目指す資質・能力についてのルーブリックを活用し，

教員による評価及び生徒自身による自己評価を用いて，生徒の学習状況を適切に評価することができてい

る。 

 

② 前年度に検討した「総合的な探究の時間」における評価に基づいて，評価実践をすることができている。 

 

③ 年度当初に設定したシラバスに基づき，各教科において，年に１回は教科横断学習を行うことができてい

る。 

 

イ アウトカム（成果目標） 

① 第１学年の「総合的な探究の時間」において，「知識・技能」「仮説を立てる力」「理由づける力」「聞く

力・話す力」「主体性・粘り強さ」について，レベルＢ（４段階の下から２つ目）以上の力を身に付けてい

る生徒の割合が90％以上になっている。 

 

② 第２学年の「総合的な探究の時間」において，「知識・技能」「仮説を立てる力」「理由づける力」「聞く

力・話す力」「主体性・粘り強さ」について，レベルＡ（４段階の下から３つ目）以上の力を身に付けてい

る生徒の割合が60％以上になっている。 

 

③ 第３学年の「総合的な探究の時間」において，「知識・技能」「仮説を立てる力」「理由づける力」「聞く

力・話す力」「主体性・粘り強さ」について，レベルＡ（４段階の下から３つ目）以上の力を身に付けてい

る生徒の割合が90％以上になっている。 

 

 

 

 



(4) 令和４年度のカリキュラム開発の内容及び校内体制 

ア カリキュラムの核とする教科・科目等名 

・第１学年～第３学年の「総合的な探究の時間」 

 

イ カリキュラム開発の概要 

① マクロレベルの視点 

本校で育成を目指す資質・能力については，昨年度から変更することなく，資質・能力の育成を通して

本校の教育目標や育てたい生徒像の達成を目指した。そのため，それらの資質・能力を「総合的な探究の

時間」の探究活動の取組の段階ごとに評価を行う際に用いる「段階別評価ルーブリック」を作成していた

が，ルーブリックの表記やその内容に不十分な点があった。そこで，今年度の取組を進める中で「段階別

評価ルーブリック」の文章を用いて評価実践を行い，評価項目の見直しを図っている。 

 

② ミクロレベルの視点 

学校の教育目標の達成や育成を目指す資質・能力の向上に向けて，「総合的な探究の時間」のカリキュラ

ム改善と実践を行った。 

「総合的な探究の時間」においては，探究のサイクルを回す中で探究活動の深まりを目指していたもの

の，生徒が主体的に学ぶ様子が見られず，探究学習ではなく調べ学習で終わってしまうという課題が各学

年でみられていた。そこで各学年の取組を踏まえ下記のような工夫を行いカリキュラムの改善を行った。 

具体的には，第１学年においては，地元地域の課題発見と解決を目指す「尾道探究」の中で，新聞記事

やパンフレットなどから尾道に関する記事を集め８つのテーマに分類を行う「尾道マッピング」や，根拠

やデータを明確にして論理的に説明する「ディベート活動」を計画的に実践した。探究をするうえで必要

となる，多角的・多面的に物事を捉えるという意識を生徒が獲得できるようにすることで，地元の課題を

様々な視点から見つめ，解決策を考えることができるよう工夫を行った。 

また，第２学年では，第３学年にかけて行う「課題探究」を実施する中で，正しく情報を収集し分析す

るために必要な，グラフ・表の読み取りやアンケート調査の注意点などの基本的な技能の習得を図る活動

を取り入れた。また，ディベート活動においては，実社会で起きている課題について取り上げることで，

社会への関心を高めつつ，論理的に説明する力の育成を行った。これらの活動を行うことで，自らが探究

する課題を設定する際に広い視野で社会を見つめることができるよう工夫を行った。 

そして，第３学年では，第２学年から引き続き「課題探究」を行ったが，最終的なレポートの作成を行

う前に，研究の進捗状況や調査結果等を発表する場面を多く設けた。発表を通して，他者からアドバイス

や質問を受けることを通して，違った視点から考察をしたり，さらなる実験・調査を行ったりするきっか

けとなるよう指導を行った。 

 

ウ 校内体制 

教育研究部を中心として，「総合的な探究の時間」を軸に，教育活動全体で資質・能力の育成ができるよ

う，全教職員を巻き込めるような取組を行った。 

具体的には，職員会議での研修会を通して，各学年の取組内容や現状の共有を行うとともに，相互授業

観察を通して，資質・能力を育成する校内体制の構築を行った。 

昨年度まで行ってきた相互授業観察では，指導方法や教科の専門性に着目したものであったが，今年度

は「資質・能力と教科学習との関連性」をテーマに，それぞれの教科・科目の学びが，どのような資質・

能力との関係性が深いかを考え，それらを教科の学習を通して間接的に育成することを目指した授業実践

を行った。あえて別の教科の教員同士でグループを作ることによって，資質・能力に着目した授業実践，

授業観察を実施することができた。また，各グループでの振り返りを研修会で共有することによって，す

べての教科・科目に育成したい資質・能力との関連性があることを共有することができた。 

 

(5) 学習評価 

昨年度は，評価の時期が学年末に偏ってしまい，計画的に資質・能力の評価を行うことができなかった

という点が課題であった。そこで今年度は，特に１学年において，取組の段階ごとに特に育成したい力を

抜粋し計画的に資質・能力の評価を行った。生徒に事前に評価基準を示すことによって，生徒が各活動に

おいて何が求められているのかを具体的に把握するとともに，より高い目標を達成するために何が必要な

のかを考えることができ，結果として成果物の質を向上させることにつながったと考える。 

また，GPS-Academicの結果についても，教職員を対象とした研修会での内容を踏まえ，結果を返却する

だけでなく，生徒自身が資質・能力の現状について把握し，これからの行動の改善につなげられるように

するため，ワークシートを用いて振り返りを行った。 

 



(6) カリキュラム評価 

今年度行った第１学年の「尾道探究」を実施する中で，解決を目指す地域課題を設定する段階において

いくつかの問題点が見られた。具体的には，設定する課題の規模が大きすぎて解決策の提案が一般論的な

ものになってしまったり，探究のサイクルを回すというよりも，調べたことをまとめるだけで，実験や調

査などを通して検証を行う場面の設定が難しかったりした点である。そのため，尾道市が抱える地域課題

に正対していない解決策を提案してしまったり，主体的に課題解決に取り組むことができなかったりする

様子が見られた。 

そこで，来年度は第１学年の取組内容を「尾道探究」から「学校探究」に変更を行う予定である。地元

尾道の課題ではなく，本校で学校生活を送る上で生徒たちが見出した課題に着目することで，より身近で，

解決することの意義をより見出しやすくすることが狙いである。また，第２学年においても，デザイン思

考を学ぶ単元を設けることによって，ユーザーの視点に立って本質的な課題を発見し解決を行うプロセス

を学び，以降の課題探究に役立てていきたいと考えている。 

 

３ 令和４年度の成果及び課題 

(1) 成果 

① 育成を目指す資質・能力のうち「理由づける力」の育成が進んでいる点 

今年度の生徒質問紙調査の中で，「理由づける力」と関連が深い，「物事を筋道立てて考えようとしてい

るか」という質問に対して，第１学年は82.1％，第２学年は78.4％の生徒が肯定的な回答を行った。また，

第１学年の総合的な探究の時間での評価のうち，「理由づける力」について評価を行ったところ，86.4％の

生徒がＢ評価以上の成績を残すことができ，目標としていた90％に近い結果を残すことができた。 

GPS-Academic においても，「理由づける力」と比較的関連性が高い「批判的思考力」の項目について，

Ｂ以上の成績を残す生徒が，第１学年は 89.8％，第２学年は 85.0％と，昨年度の第１学年の 76.1％を大

きく上回る結果を残すことができた。 

要因としては，昨年度から取り入れているディベート活動の取組の中で，多角的な視点で物事を捉える

ことができるようになっているのではないかと考えられる。GPS-Academicの「協動的思考力」の数値も向

上していることから，他者の立場に立って思考を深める力もディベート活動の影響によって伸びてきてい

ると考えられる。また，「資質・能力と教科学習との関連性」をテーマとして行った相互授業観察において

も，「理由づける力」は各教科の学びの様々な場面で関連するものであったため，教員が授業の中で意識的

に「理由づける力」を活用することによって，生徒に無意識のうちに浸透し，数値が大きく伸びたのでは

ないかと考えられる。 

 

② 育成を目指す資質・能力と各教科との関連性が生まれてきている点 

前述の相互授業観察での取組もあり，育成を目指す資質・能力と各教科の授業の学びの関連性があるこ

とについて，教職員の理解が進んでいるように感じられる。また，定期考査における活用問題を，各学期

に一度は本校で育成を目指す資質・能力に関係する問題となるように作成していることから，教科での指

導を通して全教員が参画するシステムづくりが行えていると考える。 

 

(2) 課題 

① 育成を目指す資質・能力のうち「理由づける力」以外の資質・能力の育成が進んでいない点 

今年度の生徒質問紙調査の中で，「仮説を立てる力」と関連が深い，「ある事象がなぜ起こるのか，仮説

を立てて検証しようとしているか」という質問に対して，第１学年は43.4％，第２学年は38.5％の生徒し

か肯定的な回答を行わなかった。また，「知識・技能」と関連が深い，「学んだことを日常生活にどう活用

できるかを考えているか」という質問に対して，第１学年は53.1％，第２学年は55.4％のみが肯定的な回

答を行っている。 

また GPS-Academic においても，「創造的思考力」の数値が低い傾向にあり，課題の解決策を見出す力が

十分に身に付いていないことがわかる。実際に第１学年の「尾道探究」においても，課題の設定には時間

をかけることができているが，その解決策の提案などは実証や実験が難しくできていない現状があり，「理

由づける力」以外の資質・能力を育成する仕組みづくりが求められている。 

 

② 育成を目指す資質・能力の項目が生徒に浸透していない点 

今年度の生徒質問紙調査の中で，「自分たちの学校がどんな資質・能力を生徒に育成しようとしているか

を知っているか」の肯定的な回答が，第１学年で 67.6％，第２学年で 65.5％となっており，「自分は学校

が育成を目指す資質・能力を身に付けているか」の肯定的な回答が，第１学年で53.8％，第２学年で57.4％

となっている。資質・能力についての教職員への周知は進んでいるものの，生徒自身が本校で育成を目指

す資質・能力についての理解を深めていく必要があると考えられる。 



４ 令和５年度の研究目標及び取組内容  

(1) 令和５年度の研究目標 

ア アウトプット（活動指標） 

① 「総合的な探究の時間」を中心として，本校で育成を目指す資質・能力についてのルーブリックを活用

し，教員による評価及び生徒自身による自己評価を用いて，生徒の学習状況を適切に評価することができ

ている。 

 

② 前年度に検討した「総合的な探究の時間」における評価に基づいて，評価実践をすることができている。 

 

イ アウトカム（成果目標） 

① 第１学年の「総合的な探究の時間」において，「知識・技能」「仮説を立てる力」「理由づける力」「聞く

力・話す力」「主体性・粘り強さ」について，レベルＢ（４段階の下から２つ目）以上の力を身に付けてい

る生徒の割合が90％以上になっている。 

 

② 第２学年の「総合的な探究の時間」において，「知識・技能」「仮説を立てる力」「理由づける力」「聞く

力・話す力」「主体性・粘り強さ」について，レベルＡ（４段階の下から３つ目）以上の力を身に付けてい

る生徒の割合が60％以上になっている。 

 

③ 第３学年の「総合的な探究の時間」において，「知識・技能」「仮説を立てる力」「理由づける力」「聞く

力・話す力」「主体性・粘り強さ」について，レベルＡ（４段階の下から３つ目）以上の力を身に付けてい

る生徒の割合が90％以上になっている。 

 

(2) 令和５年度のカリキュラム開発の内容及び校内体制 

ア カリキュラム開発の概要 

昨年度から取り入れている「ディベート活動」で身に付けた力をその他の活動と関連付けることに加え，

「総合的な探究の時間」で新しく実施をする第１学年の「学校探究」や第２学年のデザイン思考での学習

内容を，資質・能力の育成につなげられるようなカリキュラムの検討と実践を行う。 

また，資質・能力について必要があれば項目や定義を変更し，本校の教育目標や育てたい生徒像との関

連性を深めていく。 

 

イ 校内体制 

教育研究部を中心として，「総合的な探究の時間」を軸に，全ての教育活動で資質・能力の育成ができる

よう，全教職員を巻き込んだ取組を目指す。 

そのため，少なくとも３回の教育研究部主催となる研修会を通して，各学年の取組内容や現状の共有を

行うとともに，活動の様子や成果物を評価し，その評価結果についても共有することで，すべての教員が

参画する場面を作っていきたい。また，「総合的な探究の時間」だけでなく，本校で育成を目指す資質・能

力の検討やそれらを育成するための授業づくりを検証する機会を設けていく。 

また，各教科・科目等と資質・能力の関連性を深めるため，定期考査における活用問題の作成を継続す

ることに加え，育成を目指す資質・能力のイメージマップを用いて，資質・能力の定義等について検討す

る場面を設けていく。 

さらに，各教科においては，教科主任会議や校務運営会議で協議した内容を，教科会等を通じて全教員

に情報を行き渡らせる。各教科が必要に応じて実践報告を行い，全教員が研究に参画できるような体制を

作っていく。 

 

 

 

 

 

 

 


